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トダウン化の障害になっている。そこで、FA 用に使用できる低価格の無線 LAN の開発が
産業界から期待されている。 
こうしたニーズに対し、無線 LANのポーリングプトロコル PCF を使った周期無線制御
システムが欧米で実用化されているが、１端末あたりの遅延が数ミリ秒と遅く、有線







的な設計目標は、最大 256 台の端末の周期制御通信に対し、１端末あたり 100μ秒以下の





通信を実現するが、従来の無線 LANの PHY層が流用できる利点を有している。 













学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
以上のように、これら 2 つの提案法（MAC 層プロトコルと時刻同期プロトコル）より、
従来よりも高速で安全な産業ロボットの制御のための無線通信システムを実現することが
でき、工学的に価値が高い論文内容となっている。 
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
